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結 核 菌 の 培 養 に 関 す る 研 究

第2報　喀痰 放置における成績

国立療養所天竜荘(荘 長 中村健治)

近 藤 弘 ・ 伊 藤 善 朗

北 里 研 究 所

水 之 江 公 英

(受付 昭和29年41月8日)

1緒 言

近時結 核患者 の診療 に際 し排菌状態の検査,抗 結核剤

の耐性検 査並 びに集団検診 等において,益 六結核菌の培

養が重要視 され る傾向 にあ るが,培 養設備 のない施設よ

りの依頼 ・輸送或いは設備 があつ ても即時培養 出来ない

場合が起 り得 る。その際喀疾 放置によつ て陽性率が如何

に低下す るかは,排 菌 の有無 を調べ る上 におい ては,重

要な問題 であろう。私達は四季 にわたつて,国 立療養所

天竜荘入荘患者の喀疾 を用いて,次 の実験成績を得た の

で ここに報告す る。

2実 験材料並び に方法

国立療養所天竜荘入荘患者の中大 量排菌者(ガ フキー

氏表 皿一▽【号)で,早 朝喀出の喀疾 量多い ものを選び,

その早朝喀出喀疾 を滅菌割箸で シヤ ーレに5等 分 し,24

時闘以内,48時 間,3日,5日,7日 と室温 に放置後,各

例共岡 ・片倉,小 川両培地 を各k2本 ずつ使用 し,そ れ

ぞれ原法 の前処置にて培養,観 察 した。2本 の試験管の

中2本 とも又は1本 でも陽性 に出た例を陽性例 とした。

陰性率及び汚染率は試験管数を以つて現 した。

3実 験 成 績

A予 備 実 験

先ず小川1)の 定量培養 にならい,大 量排菌者10例 の

喀渓 を放置,各 時期 に10繍2,10-4,10""6に 稀釈(4%苛

性 ソー ダにて稀釈),小 川培地2本 ずつに培養 した、そ

の成績は第1表 の如 し(室 温180C)。 すなわ ち陽性率に

おい ては各倍稀 釈におい て例数並 び に試験管数 とも3日

i迄は90～100%で ある力茎・5日 に な ると30～40%に 減

少す る。陰性率 においては稀釈倍数の増す につれ,3日

以内 においても少数(5～10%以 下)増 加す るが,5日

にな ると30～70%と 急激に上昇す る。汚染率 において

も又同様5日 に至 り増加 す る(5～40%)。 しか し稀釈倍

数の進む程汚染率が少 な くなつてい る。次にやは り大量

排菌者10例 の喀疫 を各kほ ぼ2等 分 して,室 温(26ec)

並 びに氷室(8℃)に 放置 して,同 様方法 にて培養 し建そ

の成績を比較 してみた。第2表 に示す如 く,陽 性率にお

いては 各倍稀釈 において 例数,試 験管数 とも48時 脇

3日 で5～10%,5日 で5～50%の 差が認 められ る。陰

性率におい ては差は認 められなかつた。汚染率 において

は各倍稀釈 の48時 間,3日 で5～25%,5日 で'10～

第1表 喀疾放置時の定量培養成績(4月 実施)
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第2表 喀疾放置時の定量培養成績(7月 実施
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B喀 渓放 置の四季 における成績

春 ・夏 ・秋 ・冬 と四季 にわた り,各 季節 とも70例 に

ついて検査した成績は次の如 くである。

(i)陽 性率

(a)春(室 温20。C)

第1図 の如 く,岡 ・片倉,小 川両培地 とも24時 間以

内では陽性例 は各k68例(97.1%)及 び58例(82・9%),

試 験 管 数 の 陽 性 数 は134本(95.8%)及 び108本

(77・2%)で あつ て3日 ではやや下 り,5日 では陽性例

数44例(62.8%)及 び26例(37.2e/e),陽 性 試験管

数81本(57.9%)及 び40本(28.6%)と 約1/2及 び

それ以下 に低下 した。
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第1図 各季節 の陽性 率(例 数)
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くd)冬(室 温4。C)

春 秋 に比較 して,顕 著 な差 は な い が,第1図 の如 く,

5日 に な る と,陽 性例 数60例(85・7%)及 び61例

(87.1%),陽 性 試 験 管 数118本(84・3%)及 び110本

(78.6%)で 約10%程 度低 下 した 。

(e)四 季 の平 均

以上 四 季 を 一 括 して み る と 第1図 の如 し。 す なわ

ち,24時 間 以 内 の 岡 ・片 倉 培 地 で の 陽 性257例

(91・8%),479本(85.5%),小 川 培 地 で の陽 性234例

(83.6%),424本(75・7%)に 対 し,3日 では 岡 ・片倉

培 地 の陽 性221例(78.9%),403本(72・0%)と 例 数,

試 験 管 数 と も約10%,小 川 氏 培 地 で は 陽 性 ユ60例

(57.1%),279本(49.8%)と 約20%低 下 して お り,

5日 に至 る と両 培地 と も陽 性174例(62.1%),325本

58.0%),129例(46.0%),228本(40.7%)と 約30e/o

低 下 した 成 績 を得 た 。

(ii)陰 性 率

夏 季(第2図)に お い て の み7日 に至 り,始 め て 岡 ・

片 倉培 地 の陰 性 例 数 が24時 間 以 内 よ り約19%又 小川

24時間46時 筒3日5日
以角 敷 置 期 閲_→

7日

(b)夏(室 温320C)

春 と異 り第1図 の如 く,48時 間で は 岡 ・片倉 培地

で は約10%,小 川培地では約20%陽 性率 の 低下が認

められる。3日 に して既 に岡 ・片倉培地 では 陽 性 例 数

45例(64・3%)・ 小川培地では20例(28 .6%),陽 性

試験管数84本(60・0%)及 び34本(24.3%)と 特に

小川 氏法 において激減 してい る。

(c)秋(室 温18。C)

春 と同 じく第1図 の如 く3日 に おい ては 陽性例数,

試験管数共10～20%低 下す るも,5日 では陽性例数32

例(45・7%)及 び31例(44・3%),陽 性試験管数59本

(42・1%)及 び54本(38・6%)に 減 じ,24時 間以内の

陽性例数65例(92・9%)及 び57例(81.4%),陽 性

試験管数124本(88・6%)及 び87本(62。1%)の 約

1!2に 低下 した。
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培地 では若 干増加せ る以外,春 ・秋 ・冬並 びに四季の平

均 において も,7日 に至 るも陰性例数,試 験管数 とも著

動が なかつた.

(iii)汚 染率

一般 に私達の実験では小川培地の方 が岡 ・片倉培地 に

比較す ると汚染率が高かつた。

冬(第3図)に おいては両培地 とも7日 間汚染例数,

試験管数 とも著変はないが若千多 くなる傾向 を示 してい

る。春におい ては48時 間 でやや汚染率が増加 し,3日

にな ると急増 し,5日7日 と益k増 加 し,7日 では実験

試験管数 の半数及びそれ以上 に汚染を認 めた。夏及び秋

では48時 間で も既にか な りの高率に,3日 では実験試

験管の約35%に.5日 で は約40～50%に 汚染を認 め

た。 四季 の成績を一括す ると両培地 とも48時 間でやや

増加,3日 では汚染試験管数約3倍,5日 に至ると汚染

試験管数 ではそれぞれ約3倍 及び約5倍 の増加をみた。

4考 案

喀疾を分割 して比較す る場合に小川等箔魁ま乳鉢 を使用

する方が割箸 使用 よ り誤差が少 ないと報告 しているが,

私達の実験は大 量排菌者なのでその点顧慮 しないで割箸

を以つて シャーレに5等 分した。

又喀淡 放置については戸田3)は0.5%硫 酸加生理的食

塩水 を約10cc注 加 してお くことによ り5日 間迄,又

Corper及 びStGnert)は23%第 三燐酸曹達溶液の処

理,グ リセ リン卵黄培地 使用 で7日 間,林5)は 同 じく

23%第 三燐酸曹達溶液で 処珊 鶏卵培地使用で11日

闘結核菌を障害す ることな く良好な成績 を得た と報告 し

てい る。私達 は何等薬液 を使用す ることな くシャーレに

入れ室温放 置で実験 した。喀疾 放置時の定量培養では汚

染が起 らなければ,当 然陽性 に出るべ きものが陽性に出

ない率す なわ ち陰性率が5日,7日 になつ て来 ると,急

に稀釈 の高い方で,10-4よ り10-3に 高率 になつて来 る。

これは喀疾 中で雑菌の増殖 又 は他の原因等でいたみつ

けられた結核菌が喀湊量 に対 して,苛 性 ソーダ量が多 く

なるに従つて,直 接 に苛性 ソー ダの影響 を受けて,培 地

上で発育不能になる為であろ う。汚染率では5日 になる

と急激 に増加 して,陰 性率とは逆 に稀釈の低 い方で,す

なわ ち10-2が 最 も,次 に10-`,10""Gで は 殆ん ど汚染

が起つていない。 これは喀疾量 に比 し苛性 ソーダ量が増

すにつれて,混 入増殖 した雑菌 と苛 性 ソーダが直接接触

して,雑 菌 の増殖を阻止す るのであろ う。従つ て,陽 性

率 において,5日,7日 放置で10-2に 低いのは主 と し

て汚染による影響であ り,10弓 で低下す るのは陰性率の

高 くなるためであ り,10-4で は両者 の少 し宛の影響 を う

けて,5日 になつて陽性率が低 くなるのであろう。集落

数の消長 も上述の成績 を詳 しく裏書 している成績を示 し

てい る。

各季節では,陰 性率 は夏季 においてのみ7日 になつ て

増加 してい る。その際苛性 ソーダ前処 置小川培地 よ り硫

酸前処置岡 ・片倉培地 の方が増加の率が高 い所からみる

と,8%苛 性 ソーダよ りも4%硫 酸の方が結核菌に与 え

る障 害は大 であろ うか。又汚染率をみると冬では5日,

7日 と若干増加 している程度であるが,四 季を平均 して

みると,,48時 間で若干増加,3日 になると,岡 ・片倉

培地 では約20%に,小 川培地では30%以 上に 増 し,

5日 では岡 ・片倉 培地 では30%以 上,小 川 培 地 では

50e/oに まで達 してい る。殊 に夏季 では 他の季節に比 し

高度 で,岡 ・片倉培地 では3日 に30%,5日 では40%

に,小 川培地では3日 で約70%近 く,5日 では8090

以上 にも達 した。一般 に小川培地 の方で汚染率の高 いの

は,硫 酸の方が上述の ように,結 核菌 に対す る作用 も強

い と思われるので,そ れ と同様 に雑菌 に対す る障害度 も

大 きいためであろ うか。 又雑菌 の中には アルカ リに 強

い もの と,酸 に強い もの とがあ ると思われ るが,こ こで

はアルカ リに強い菌が雑菌の大部分 を占めているのであ

ろうか。冬季 に汚染の少 ないのは室温 の低いためであろ

う。陽性率 では最 も変動の 少 ないのは 冬季で,5日 ・7

日で若干低率 になるのみであつて,最 も低下 しているの

は夏季で既 に48時 間で,岡 ・片倉培地では10%3日

で30%,5日 で40%,7日 で45%低 下 している。小

川培地では48時 間で20%,3日 で60%,5日 で 約

750/e,7日 で85%低 下 している。前述の陰性率,汚 染

率か らみて5日 迄の低下は主 と して汚染 による低下で あ

るが,7日 の低率 なのは汚染 と同時 に,結 核菌 の障害 に

よつて,培 地上 に発育不能 な点が加わつての結果であろ

う。春秋 では両培地 とも48時 間 で若干低 くな り・3日

には春では10e/e,秋 では20%以 上 に低率 とな り,5日

では春 は30%以 上,秋 は45%以 上低下がみ られた。

この両季節 においては陰性率 に変動のないと ころか ら,

この低下 は主 として汚染 による低下 と考 えられ る、 この

汚染す なわち雑菌 の増殖 は低混 すなわ ち氷室 に保存す

ることによつて防止 できることは第二予備実験で明らか

である。但 しこの成績で,10-sの3日 において 汚染率

が室温放置よ り氷室放置が10%高 く,従 つて陽性率 も

SN・10e/o低 くなつ てお り,他 の倍数稀釈の氷室放置にお

いて,汚 染率 の低 さと陽性率の高 さに著明な差を認 めら

れなかつたのは,こ の実験 を夏季 に行い,喀 疾採取 よ り

氷室保存 まで に幾何 かの時間を経ているた め,そ の間の

雑菌増殖 により若 干 このよ うな 成 績 が 出た もの と思わ

れ,冬 季の成績 と併せ考えて,汚 染による陽性率低下は

氷室 に保存す ることによつ て防止 し得 る.

5結 論

1)喀 褻 中の結核菌の培養 には,喀 疾採取後24時 間

以 内に培養すべ きで,若 し当 日培養不可能の場合は氷室

一 一 一19・
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に保存すべ きであろう。

2)喀 褻 を放 置 して陽性率の低下す る主 なる原 因は汚

染 によ るものと思われ る.
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